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56) 当院における最近 1年間の災害外科の現況
特に骨折症例について
京葉病院整形金坂圭章 
労災関係のみの昭和35年4月より 36年 3月迄 1
年間の災害統計を示した。
創傷，打撲傷が最も多く，骨折が之K次ぎ，整形
外科に関連深い Hexenschussも3.4%を占めて居
る。
部位的1"[，創傷，打撲傷，骨折共，上，下肢特に 
足jhl:，手指K多く認められた。
手術症例は入院を要する患者の約3割に認められ
?こ。
興味ある症例として，大腿骨複雑骨折にて Kun-
tscher髄内固定を施行せる患者に， 外力が殆んど
加はらず， 只長軸lと対する軽度の力lとより， 横lと
Nagelが折れた事を示したが，材質の不完全さも 
一因と思えるが，今迄の Nagel1"[対する強きを再
認識しなくてはならないと思われる。 
57) 椎弓切除術により腰部症状と共に頭部外傷後
遺症(頭痛及微熱〉の消失をみた腰椎圧迫骨
折症例について
小川病院。小川源太郎
下志津病院整形志村公男 
23才男子自衛隊員。昭 34. 1月7日3階の窓よ
り地表花壇におち 6時間意識喪失，頭蓋陥没骨折あ
り，後遺症として頭痛，腰痛，微熱あり，昭 35.5.
10.腰椎圧迫骨折及び脊髄圧迫のミエロ像を当科l乙
て得た。 36. 9. 11.Osteoklatische Larninek 1"[ 
より拘犯された Duraを膨隆させた。術後 1w 1"[ 
て腰痛，頭痛とれ，微熱もとれて 1年後復職した。
1) 災害外科にてはかくれたる損傷部位をみおと
さぬ様につとめること。本症例では前医はミエロま
でやっていながらその読影に不完全な点があって，
我々の所で初めて腰椎部損傷を発見した。
2) 頭部外傷後の頭痛，発熱はリコールの循環障
害によるものであろう。 
58) 整形外科臨康雑報 
① メ二ンゴツエーレの1治験例 
② 	骨折手術に起因せる動脈癌の 1治験例
石橋病院石橋文太 
① 4才の男子，薦椎部の難卵大の腫癌と大小便
の失禁を主訴として来院せるもので，歩行に異常な
く，四肢は知覚，運動神経麻痔を認めず， P. S. R. 
A. S. R.正常，紅門周囲の知覚鈍麻 C+)。
手術所見，腫癌壁の肥厚甚だしく，此れに切聞を
加へ， 2，3の神経繊維を剥離還納し，壁の部分切除
を行い，交叉縫合にて傷を閉鎖す。
術後 1週目より排尿排便時の知覚回復し， 1年後
には殆んどオシメを必要としないまでに回復す。
② 67才の女性，右上腕骨頚部骨折にて来院，直
ちに整復，キルシュナー鋼線固定を施行せるもので
あるが， 1年後に来院，右服宮部に難卵大，無痛性
の樽動性腫癌を主訴として来院，手術にて嚢状の右
服宵動脈癌を易リ出するもので， ミクロ所見にて，内
膜を欠く部分あり，	 先の観血的手術が原因と思わ 
れ，鋼線使用時の注意を痛感した。 
59) 頚部前方直達手術映画供覧
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!頭部椎間板ヘルニアに対する頚椎前方直達手術は
諸外国民於てはLindhlom，01ssen-Hult，Hirsc4， 
Smith，Robinson，Cloward，Bるhler.等lとよっ
て試みられ，その優秀性が証明されて居るが，本邦
に於ては，京大近藤教授及び当教室に於て試みられ
て居るに過ぎない。私は従来の方法に独自の見解を
加えた独特な術式を創始し，己l乙3例について試
み，優秀な成績を挙げて居るが，ここに映画によっ
て紹介する。 
左側胸鎖乳突筋前縁K沿う約 10cmの皮切を加
え，広頚筋を切離して侵入，胸鎖乳突筋，総頚動脈
等を側方Ir.，気管，食道等を内方lζ圧排すると頚椎
前面lζ達する。擢患椎間板をレ線l乙て確かめる。次 
で前縦靭帯円字型に切開し， morsch Kなれる椎間
板を後縦靭帯に至る迄充分に別出する。次lζ上下椎
体縁を軟骨板を含めて薄くのみを入れ，移植床を作
る。腸骨櫛より採取せる 2ケの小骨片を椎体前後径 
の約2/3K達する様充分に大きくがっちりと植え込
む，剥離せる前縦靭帯を移植片を被覆する様l乙縫合
する。ドレーンを挿入し，皮膏縫合を行い，手術を
終る。約 6 週間安静仰臥，約 7~8週にて退院させ
る。
